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代謝酵素である IDO と TDO が妊娠中期に発現していることが明らかになっているが、この
発現が胎児の L-Trp 代謝に及ぼす影響については明らかになっていない．本研究は、妊娠ラ





Wistar 系妊娠ラットを 2 グループに分け、妊娠 2 日目からコントロール飼料（18％カゼ
イン）または低タンパク質飼料（8％カゼイン）を自由摂取させた．妊娠 20 日目（Gestation	 
day	 20；G20）に麻酔下で 15N2-L-Tryptophan を経静脈より 2 時間投与し、安楽死の後、血液
（母体、臍帯静脈、胎仔）、肝臓（母体、胎仔）、胎盤、羊水を採取した．採取したサンプ







G20 では LP 群の母体の血中キノリン酸含量が Ctrl 群と比較して約 2 倍に増加し、羊水中の
L-Trp 含量が約 0.8 倍に低下していた．同時に各サンプルの 15N2ラベル物質量を分析した結
果、G20 の LP 群においてセロトニンの生成が母体血で低下し、キノリン酸の生成（輸送）
量が胎盤及び羊水で低下していた．	 
	 
【結論】	 
本研究のIUGRモデルラット（LP群）において母体のセロトニン合成が低下したことから、
セロトニンが関連した生理機能の低下が母体で起こっていることが示唆された．また LP 群
においてキノリン酸の生成（輸送）が胎児側のサンプルで低下していたことから、キノリ
ン酸の代謝産物であるナイアシンの合成が低下し、NAD＋を補酵素とする酵素活性が胎児に
おいて低下している可能性が示唆された．	 
 
 
